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１ アンケート調査概要



（１）目的

◼みやしろ健康福祉プラン～高齢者編～〔令和６～８年度〕

を策定するため、高齢者の生活状況やサービスニーズ等を

把握するため

◼要介護状態になるリスクの発生状況や地域の抱える課題の

特定、必要とされるサービスの量と提供体制の確保、広く

高齢者が安心、安全に生活していくことができる地域づく

り等を進めるため
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（２）アンケート発送

◼令和５年１月３０日（月）～２月１５日（水）
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（３）調査対象者
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（４）配布数及び回収数
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２ アンケート調査結果
【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】



１ 回答者の年齢

8

⚫一般高齢者は

70歳代が多い

⚫要支援・事業対

象者は80歳以上

の回答が多い



２ 家族構成

9

⚫一般高齢者は

５割弱が高齢夫

婦２人暮らし

⚫要支援・事業対

象者は１人暮ら

しが３割



３ 介護・介助の必要性

10

⚫一般高齢者は

大半が必要なし

⚫要支援・事業対

象者は過半数が

必要あり



３－１ 主な介護・介助者

11

⚫一般高齢者は

配偶者が８割強

⚫要支援・事業対

象者は子どもや

ヘルパーなどさ

まざま



４ 現在の暮らしの経済的な状況

12

⚫３割弱が苦しい

状況にあり、前

回から増加して

いる

⚫ゆとりがあるの

は１割未満



５ 新型コロナウイルスの影響

13

⚫外出機会や人と

の関わりが減っ

た高齢者が多い



６ 外出を控えているか

14

⚫一般高齢者は５

割弱、要支援・

事業対象者は６

割が外出を控え

ている

⚫一般高齢者は前

回から大きく増

加



６－１ 外出を控えている理由

15

⚫一般高齢者は感染症対

策が７割半

⚫要支援・事業対象者は

足腰などの痛みが６割

強、感染症対策が４割

弱、交通手段がない人

が２割



７ 外出する際の移動手段

16

⚫要支援・事業対象者は

自力での移動手段が少

なく、人の運転やタク

シーが多い



８ 歯磨きの習慣

17

⚫大半が歯磨きの

習慣がある



９ 趣味・生きがい

18

【趣味】

⚫過半数が趣味あ

り

【生きがい】

⚫趣味＝生きがい

とは言えない？

⚫“孫の成長”と

いう記述が突出

して多い



１０ 会・グループへの参加

19

【参加している割合】

⚫一般高齢者は③趣味関係、

要支援・事業対象者は⑤

通いの場が最も多い

⚫全体的に参加割合が低下

しているのは、高齢化や

感染症対策が主な要因か



１１ まわりの人とのたすけあい

20

⚫家族や友人の助けを得る

ことができる高齢者が大

半を占めている

⚫一方で近隣は少なく、そ

のような人はいないとの

回答が１割前後



１２ 家族や友人以外の相談相手

21

⚫一般高齢者では、家族や

友人以外の相談相手がい

ない人が５割弱

⚫要支援・事業対象者はケ

アマネジャーが４割半、

相談相手がいない人は２

割



１３ 友人・知人とのコミュニケーション

22

⚫直接対話、電話が主な手

段となっている

⚫一般高齢者はＳＮＳが

３割半、メールが３割強

⚫要支援・事業対象者は

とっていない人が２割弱

⚫ＳＮＳやメールは年齢が

低いほど多い



１４ 治療中の病気

23

⚫生活習慣病のリスク

要因である高血圧が

最も多い

⚫要支援・事業対象者

は全体的に割合が高

くなっている



１５ 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の心身への影響

24

⚫新型コロナウイ

ルス感染症によ

り心身に不調を

感じている人が

１割強

⚫そのうち５割半

が精神的な不安、

４割強が足腰の

痛みを抱えてい

る



１６ 相談窓口等の認知度

25

⚫いずれも

知らない

人の方が

多い



１７ 町の介護保険サービス

26

⚫わからないを除

くと、充実して

いるとの回答が

多い

⚫一般高齢者は過

半数が知らない

との回答



１８ ＡＣＰ（ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ･ｹｱ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ）の認知度

27

⚫６割弱が知らな

い

（参考）

⚫国の調査（R4年

度・20歳以上対

象）では72.1%が

知らない



１９ 利用しやすい情報入手手段

28

⚫テレビや新聞が

多い

⚫一般高齢者はス

マートフォン・

タブレットが３

割強、パソコン

が２割弱



２０ 集いの場や取組の認知度

29

⚫シルバー人材セン

ターや陽だまりサロ

ン、移動スーパーの

認知度が高い



２１ 各種リスク該当者割合

30

⚫うつ傾向のリスク該当

者が４割半、認知機能

のリスク該当者が４割

強

⚫全体的にリスク該当者

が増加しており高齢化

の影響がうかがえる
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３ アンケート調査結果
【在宅介護実態調査】



１ 回答者の年齢

32

⚫要支援・事業対

象者と要介護

１・２は、80歳

代が多い

⚫要介護３～５は

90歳以上が最も

多い



２ 世帯類型

33

⚫要支援・事業対

象者と要介護

１・２は単身世

帯が３割



３ 家族・親族からの介護

34

⚫ほぼ毎日あるの

は要介護１・２

で４割半、要介

護３～５で３割

強

⚫家族・親族から

の介護があるの

は要介護１・２

で７割強



３－１ 主な介護・介助者

35

⚫子・配偶者によ

る介護が多い



３－２ 主な介護・介助者の年齢

36

⚫ 50歳代以上が

大半を占めて

おり、老老介

護の状況にあ

る世帯が多い

ことがうかが

える



３－３ 主な介護者が行っている介護

37

⚫要支援・事業対象者は外

出の付き添い、送迎等、

家事全般、必要な諸手続

きが多い

⚫要介護１・２は要支援・

事業対象者より割合は高

いが、傾向は似通ってい

る

⚫要介護３～５は生活全般

における介護等を必要と

する人が多い



３－４ 主な介護者の就労状況

38

⚫いずれも働いてい

ない人が最も多い

⚫要支援・事業対象

者と要介護１・２

はパートタイム、

要介護３～５はフ

ルタイムが次いで

多い



３－５ 主な介護者の仕事と介護の両立

39

⚫ いずれも、問題はある
が、何とか続けていけ
る人が最も多い

⚫ 『続けていくのは難し
い』は、要支援・事業
対象者では１割弱、要
介護１・２では２割

⚫ 問題の有無でみると、
『問題を抱えている』
は、要支援・事業対象
者では７割半、要介護
１・２では７割弱を占
める



４ 施設等への入所・入居の検討状況

40

⚫要介護３～５

では３割弱が

申込済み



５ 今後必要と感じる支援・サービス

41

⚫全体的に外出支援

を必要とする割合

が高い

⚫要支援・事業対象

者から要介護３～

５にかけて、ニー

ズが高くなるのは

介護用品支給（紙

おむつ等）


